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ThepresentpaperdealswiththeresultofawildbeesurveymadeinthesubalpinE
zoneofMt,Tateyama，Midagaharahighland，ToyamaPrefecture，Hokuriku，Japan
duringthebeeseasoninl995・Twentyeightspecies（1256individuals）ofbeeswere
collectedintotal，whichrepresented7generaof5families・Halictidaewerepredomina正
inthenumberofspeclesandofindividuals、About40％oftotalindividualswere
collectedonComposltaeandl5％onEricaceae、
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1995年，富山県東部の亜高山草原立山弥陀ケ原において，ハナバチ類の生態的調査を行なっ
た。同地において，5科7属28種（1256個体）のハナバチ（ミツバチは除く）が得られた。種
数．個体数ともコハナバチ科が優勢であった。採集個体数の約40％がキク科植物花上で得られ，
15％がツツジ科植物花上で得られた。
キーワード：ハナバチ相，訪花性，弥陀ケ原，亜高山，立山．
はじめに
筆者により，富山県各近年， 地からハナバチ相やそ
れらの生態的調査に関する報告がなされてきた（根来吾
1993,1995,1997,1999）。それらは，県中央部の丘
陵地2カ所と県西部の河川敷の低標高地，および立山
の高山域で行なわれたものである。亜高山帯における
ハナバチ相とその訪花性の調査は，山梨県櫛形山（標
高2052m）（KatoetaL，1993）で行われたものが
あるが，富山県ではまだ無い。
この報告は，富山県東部の亜高山草原において1995
年に行なわれたハナバチ相とその訪花性の調査結果で
ある。
本文に入るにさきだち，調査に際しご協力いただい
た富山営林署，植物の同定をいただいた富山市科学文
化センターの太田道人氏に，また，ムカシハナバチ科
の同定をいただいた鹿児島女子短期大学の幾留秀一博
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士，ヒメハナバチ科・jVOmada属個体の同定をいた
だいた大野市の羽田義任氏に感謝申し上げる。また，
故坂上昭一博士にはコハナバチ科個体の同定をいただ
き種々ご指導いただいた。厚く感謝申し上げる。
なお，本研究の実施にあたり，その一部に文部省科
学研究費補助金（奨励研究(B)課題番号07918018）を
使用した。
調査地および調査方法
1．調査地
調査地である立山弥陀ケ原は，図lのように，富山
県東部，北アルプス立山連峰に連なる火砕流溶岩台地，
標高約1600m-2000mの高原で，多くの池塘が散在す
る湿性草原が広がり周囲はオオシラビソ，ミヤマハン
ノキ，ダケカンバ等の亜高山樹林である（宮脇,1977)。
草原と樹林間の小高くなった所にはオクヤマザサやハツ
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ウ，タテヤマリンドウ，クロウスゴ，ナナカマド，ゼ
ンテイカ，オオコメツツジ，タカネニガナ，ミヤマコ
ウゾリナ，ミヤマアキノキリンソウ，イワシヨウブ，
キンコウカ，ナガボノアカワレモコウ，アザミ類，ウ
メバチソウなどがあげられる。
表1に，約45km離れた（標高2450m）立山室堂平
の平均気温と降水量・平均積雪量の年変化（長井：
1988）を示しておく。弥陀ケ原とは約500mの標高差
があり，逓減率から算出すると弥陀ケ原は平均約3℃
高いと考えられる。
コウダゴヨウ，オオコメツツジ等の潅木力滞状にある。
山岳観光ルート，いわゆる立山黒部アルペンルートの
自動車道（2車線の舗装車道）が高原中央を貫いて走っ
ている。通常11月初めから6月上旬まで高原一面積雪
に覆われるが，自動車道は4月半ばから11月下旬の間
除雪される。
調査範囲は，自動車道の南側標高1800mから1900m
の約800m×800mの範囲であり，草原と潅木帯を含む￥
主な開花植物は，春から秋にかけて，フキ，ショウ
ジョウバカマ，イワカガミ，チングルマ，イワイチョ
表1立山室堂平の平均気温（測定9時），降水量と平均積雪深の年変化（1986年：
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2．調査方法
調査方法は，Sakagami，LarocaandMoure
(1967）および坂上，福田，川野（1974）等によって
用いられた方法を用いた。詳しくは上記論文にゆずる
が，簡単にいえば「開花季節を通じ，定期的に開花植
物から一定時間，すべてのハナバチを採集する。」こ
とである。
調査は，図1のAを起点にBに至り，往路を戻りA
を終点とした。
調査時間は，起点を8:30に出発し折り返し点に11:30
到着，30分の休憩の後12:00出発終点に14:00着の，計
5時間である。調査日は以下に示す12日で，6月から
10月にかけ月2回ないし3回の調査をおこなった。総
調査時間は60時間である。調査日は，なるべく天候の
良い日を選ぶようにしたが，都合であまり良くない日
に行なったときもある。また，当調査地にはニホンミ
ツバチが少数みられたが，これらは採集しなかった。
セイヨウミツバチはみられなかった。
以下に，採集日と採集時間中の天候および最低・最
高気温，主要な開花植物を示す。
1995年
6月5日曇り時々晴れ10-12.5℃
草原は雪に覆われる。除雪された車道添いにフキ，
セイヨウタンポポ，ショウジョウバカマが開花。
6月22日晴れ後曇り13.5-14℃
車道添いにイワカガミ，ミヤマキンポウゲ開花。草
原は融雪直後。ショウジョウバカマが開花。
7月10日曇り16.5-24℃
クロウスゴ，ナナカマド，チングルマなど開花。
7月26日晴れ時々曇り17.5-23℃
ゼンテイカ，ベニバナイチゴ，コバイケイソウなど
開花。
7月31日曇り時々晴れ17-22℃
オオコメツッジ，トキソウなど開花。
8月7日曇り時々晴れ17-215℃
アザミ類，ナガボノアカワレモコウ，ミヤマコウゾ
リナなど開花。
8月16日晴れ後曇り後雨18-22℃
ミヤマアキノキリンソウ，イワショウブなど開花。
8月23日曇り一時晴れ17-22.5℃
ゴマナなど開花。
9月4日曇り後晴れ14-185℃
ヤナギラン，キオンなど開花。
9月20日晴れ後曇り7-10.5℃
早朝霜が降りる。ヨツバヒヨドリ，ウメバチソウな
ど開花。
10月3日晴れ125-18℃
車道添いに，ミヤマアキノキリンソウ，ヤマハハコ
ゴマナ，アザミ類など。
10月16日晴れ時々曇り11-15℃
ミヤマコウゾリナ，ミヤマアキノキリンソウ，ヤマ
ハハコが車道添いに少し咲き残っている。
結果および考察
1．ハナバチ相の組成
今回の調査で得られた全てのハナバチの種類名とそ
れらの個体数を以下に示す。
表2弥陀ケ原のハナバチ相組成
COLLETlDAE
1・CO"etes（CO"gtes）yαszJmatsuZHirashimaetlkudome
l早:IX-4,1¥．
2HyJaeILs（jVbso/Wjaeus）凡Zg〃Bridwell
l平:V11-31,1鼎
3Hyjae邸s（PFosopjs）、o凡tZcojaBridwell
l早23:VIII-16,13;VIII-23,13;IX-4,1早．
HALlCTIDAE
4・Lasjogjossz"7Z（LasjogjosszJ刀z）/zα'wza凡dj（Vachal）
1早:IX-20,1¥．
5LasjogJoss〃7Z（LasZogZoss邸刀z）e卯"jceps（Vachal）
2早13:V11-26,1早;IX-4,1J;X-3,1平．
aLasZogjosszLm（Euyjae叫s）caZceα”、（Scopoli）
1号:X－al早．
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7．LasjogJoss迦刀z（E”ZaezJs）瓦jppo"e"se（Hirashima）
2早:X-16,2早．
8．LasjogJossz"γZ（E”Jaezjs）瓦z4pFjcoJaSakagami
l9早17㎡':V11-26,2早;V11-31,2早;IX-4,3早2c〆;IX-20,8平11毎;X-3,4早23;X-16,2c7．
9．LasZogJossz"7Z（EuyJaeus）zz"ZagaSakagamietTadauchi
2早1cr1:V11-31,1早;X-3,13;X-16,1早．
10.LasZogjossz"γZ（EzﾉyJaeus）Pfo6Iematzcz"7Z（Bluthgen）
365早250cr1:V1-5,25早;V1-22,10早;VII-10,18早;VII-26,102早;VII-31,18早;VIII-7,5早;VIII-23,1早5㎡';IX－4
9早22J;IX-20,52早85J;X-3,108早1333;X-16,17早53．
11.Lasjogjoss邸、（EUyZα“s）ひか〃egJα“"mEbmeretSakagami
7早:V1-5,1早;V11-26,3早;IX-20,1早;X-3,2早．
12.LasjogIossz"γZ（EUyjaeus）sp、
43早1J:V1-5,4早;V11-26,4早;VIII-7,2早;IX-20,1早;X-3,24早早;X-16,8早13．
ANDRENlDAE
13.A"｡r“a（A"〃9瓦α）is/z功aFaZHirashima
l早:V1-22,1平．
14.A"〃e"a（A"〃e凡α）Zo"g娩玩α"sHirashima
3早:V11-10,1早;V11-26,2早．
15.A7zdFe"a（A"〃e"α）、α邸虎e"sZsMatsumura
2早1c〆:V11-10,2早1ざ1.
16.A"〃e凡a（Euα凡〃e凡α）tα虎αc〃/zojHirashima
2ざ7:IX-20,2J、
17.A"dFe凡a（Euand7e"α）tateyama凡aTamasawaetHirashima
90早25c同:V1-5,1㎡';VII-26,16早23J;VII-31,19早1c7;VIII-7,30¥;VIII-16,16早;VIII-23,9早・
18.A"〃e瓦a（MZcFα"〃e"α）s邸6OPacaNylander
6早2ざ':V1-22,13;VII-10,13;V11-26,2早;VIII-7,1早;V111-16,3早．
19.A”Fe瓦a（OFeome"ssα）んα”たot〃α凡aHirashima
8早7ダ:VIII-23,6ダ;IX-4,7早13;IX-20,1早．
ANTHOPHORlDAE
20.ⅣomadαβαUog““αjapo"e九sZsTsuneki
2早:VIII-7,1早;VIII-16,1早・
21.Ⅳomadajss"e虎Yasumatsu
l早2cr1:VIII-23,2ざ';IX-4,1早．
22．jVomadamo冗加e7､"αTsuneki
lJ:V11-10,1忽．
APlDAE
23・Bom6邸s（Bom6IJs）ノZypoc”tαﾉzypoc〃taPerez
2早3291〃:V11-10,1早18？;V11-26,1早59;VII-31,1？;VIII-7,3？;VIII-16,29;VIII-23,lc?;IX-4,3？、
24Bom6邸s（D"〃so6o"z6zjs）dZUeFs座sd加”s“Smiht
l6？1忽:VII-10,1？;V11-26,6？;VII-31,1？;V111-7,4？;VIII-16,4？;X-3,13.
25.Bom”s（Mbga6o"z6zjs）CO瓦so6r加以s皿ttenb”gZVogt
59:VIII-23,1？;IX-4,4？．
26.BombUs（PyFo6om6哩s）beα瓦coZa6e“jcoja（Tkalca）
5早225981㎡':VII-10,10？;V11-26,1早32？;VII-31,24？;VIII-7,60？1㎡';VIII-16,1早53？1罰;VIII-23,28？9忽号
IX-4,10?42忽;IX-20,1早5？27〃;X-3,2早3？1忽．
27.Bom6us（T7zoγ､αco6om6zJs）ノLo瓦s"e"sjs（Tkalc6）
130
立山弥陀ケ原におけるハナバチ相
2早:V11-31,2平．
28.PS城yﾉⅦs（比『"αjdaepsあんyr哩s）凡orUegzc“71Ippo凡Z“s（Yasumatsuj
163:VIII-23,13;IX-4,103;IX-20,33;X-3,23.
以上のように5科7属28種1256個体のハナバチが得られた．
2．ハナバチ相の概要
採集結果を各属ごとにまとめて表3に示す。あわせ
て高山域での調査結果も示す。
今回の調査結果の特徴は次のとおりである。
1．科・属のレベルでは，種類数ではHalictidae
（LasiogjosSI"7z属のみ)が9種で最も多く，続いて
Andrenidae（A凡d戸e'zα属のみ）が7種，Apidae
が6種（内Bom6叫s属が5種）と優勢であり，Coll‐
etidae，Anthophoridae（Ⅳomada属のみ）とも
に3種と少ない。個体数ではHalictidae（Lasjo‐
gjossz"7z属）が全採集個体数の57％弱，712個体と
最も多く，ついで，30％強のApidae386個体（内
Bom6邸s属が29％），147個体12％弱のAndrenidae
（A凡〔かe,zα属）と続く。Colletidae,Anthophoridae
（jVomada属）ともに個体数はたいへん少ない。
Megachilidaeは得られなかった。
2．各種の個体数では，LaP戸o〃e"zα〃c座れが最も
多く615個体49％を占め，ついでBq6ea虎CCIαが311
個体25％，A凡.mtgyamaﾉzαが115個体9％，この3
種で83％を占める。LaSP，Lα〃z4P死coja，BQ
ノzypoc戸虎αが3％前後で続き，以上の6種で93％の
個体が含まれる。
3．亜高山域，高山域下部，高山域上部と種数は減少
し，1時間あたりの採集個体数も減少するが，高山
域下部，高山域上部とでは個体数の減少は大きくな
い。亜高山域と高山域下部とでは，共に5科7属も
しくは8属のハナバチ類が得られ，高山帯下部で種
数は少なくなるとはいえその割合は大差ないと言え
るが，個体数の割合では，高山域でLasZogJoss邸、
属は減少しBom6邸s属が増加し順位も逆転する。高
山域上部ではほとんど全てがBom”s属のみとなる。
4．山梨県櫛形山（調査標高1850m～2052m）（Kato
etaL，1993）では，ApZs属も加え6科9属34種が
得られている。種数，個体数の割合（ApZsを除い
て計算する）は，Bom“S属では各々182％と768
％，LasjogJoss邸、属では33.3％，20.3％,A凡〃e凡α
属では212％，1.5％，その他は少数であった。弥陀
ケ原では，櫛形山では得られなかったCO"eteS属が
得られ,櫛形山で得られた印九ecodes属とMggacん"e
属が得られなかった。ただ，これらの属の得られた
種数・個体数は共に少なく，今後のよりくわしい調
査によって発見される可能性がある。種数は櫛形山
表3今回の調査結果と高山域および櫛形山のハナバチ相との比較
131
科.属
COLLETIDAE
Colletes
Hvlaeus
HALICTIDAE
Lasioglossum
Sphecodef
ANDRENIDAE
AndrenE
MEGACHILIDAE
MegachilE
ANTHOPHORIDAE
Nomada
APIDAE
Bombus
Psityrus
??
調査時間1時間当たり
弥陀ケ原（1900m
種数（％
3(10.7
1(3.6；
2(7.唾
9(32.1
9(32.1
7(25.0
7(250
3(10.7
3(10.7
6(214
5(179
1(3.6》
2，
個体数(％：
5(0.4
1(OJ
4(0〔
712(567）
712(56.7）
147(11.7）
147(117）
????????? 〔
386(3q7）
370(29.5）
16(13）
1256
20.9／h
浄土沢・東一ノ越（25㈹m：
種数（％
2(11.1
1(5.6
1(5.6
5(27.8
4(22.2
1(56
6(333
6(33.3
1(5.6
1(5.6
4(222
3(16.7
1(5.6
1
個体数(9
13(1.6）
10(1.2》
3(0.4）
196(242）
193(238）
3(04）
175(216）
175(21.6）
5(0.6；
5(0.6:》
422(52.0）
402(49.6）
20(2.5）
811
145／h
浄土山（2800m
種数（％
1(2（
1(2（
1(2〔
1(2〔
3(6〔
3(6［
個体数(％＞
1(0．2
1(O2i
9(1.9i
9(19）
465(97.9）
465(97.9）
475
13.2／1
山梨県櫛形山（2000面
種数（9(
2(61）
2(61；
12(3
11(33ぶ
1(3.a
7(21.2）
7(21.2）
3(9.1）
3(9.1）
2(6.1）
2(61）
7(212）
6(18.2）
1(3.0）
33
(Apisl種
個体数(％
2(q3
2(0.3
132(204j
l31(20.3）
1(0.2）
10(1.5
10(15
3(0.5：
3(0.5
2(0.3：
2(Oぶ
497(769）
496(768）
1(0.2｝
64
個体は除く
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表4訪花された植物の科数と種数
い。このことについては，調査地の気候的また植性
的環境ならびに道路などの開発の程度など多くの考
慮すべき要素が多く，ここでは特に論じないことに
する。
に比べ弥陀ケ原では少なかったが，各属の種数の割
合は両者で大差無い。個体数では，Bom”s属と
LasZogjoss邸、属とが逆転し，櫛形山ではBom“s
属が圧倒的に多かったのに対し，弥陀ケ原では
Lasjogjossum属が最も多い。また，A凡〃e凡α属は
櫛形山では大変少なかった。
Bom6“属の種構成は両者でほぼ同一であるが，
個体数の割合では大変異なり，LasjogJoss邸、属，
A凡〃e凡α属では種構成自体大変異なる。櫛形山で
得られている種の多くは，富山県内では山地帯（ブ
ナ帯）上部で得られている種（根来，未発表）が多
3．季節的消長
表4に訪花された植物科数種数を，図2にハナバチ
の季節消長を示す。ハナバチの活動は6月の雪融けと
ともに始まり，10月花の終了とともに終わる。個体数
は7月下旬と10月上旬にピークがあり，種類数では7
月下旬と9月上旬にピークが認められる。
個体数
300
種数
12
20塁
100
;;隅蝿;剛調査,
206163036
I剛職;剛#調査。
206163036
図2－2弥陀ケ原ハナバチ個体数季節変化
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図2弥陀ケ原におけるハナバチ類の季節消長
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種類数．個体数ともに，LaSZogjosSI"ﾉz属は7月下
旬と10月上旬にピー クがあり，8月には少なくなる。
Bom”S属は種類数では全般的に変動は少なく，個体
数ではLasiogJossum属とは逆に8月9月上旬に多く
なる。A”戸e凡α属では7月下旬に多くなる。
優勢な上位3種の季節消長もあわせて示した。
4．訪花性
(1)訪花植物と訪花ハナバチ
表5訪花植物と訪花ハナバチ類
今回の調査で確認された訪花植物とそれへの訪花ハナバチ類の個体数を調査日ごとに示す。植物は，訪花個体数
の多い科の順，科内では訪花の早い順に並べた。なお，飛翻中確認した個体も全個体数に入っているので，訪花個
体数は確認全個体数より少ない。
キク科
フキ
Lα,pm6Zematz“、:6早,l995-VI-5;Lasp.:1￥,1995-V1-5;A凪亡α”yα、α凡α:13,1995-V1-5．
セイヨウタンポポ
LaPm6jemα"CIL、:5平,1995-V1-5,1早,l995-VI-22；Lqsp:1平,1995-V1-5．
クモマニガナ
Lα､pﾉ℃6jem“zcum:1早,l995-VII-26,53,1995-VIⅡ-23,2￥43,1995-IX-20；A凡mteyama凡α:2￥,1995-V111-7.
1早,1995-VIII-16；Bobeα"coja:2？,l995-VIII-16；M7z.〃“og砿atαノapo"e凡sjs:1早,1995-VIⅡ-16;A"szめQpaca
:1早,l995-VIII-16；A凡々α、Z向ocﾉzja凡α:13,1995-VIII-23；Lα・凡z4p”coja:3平23,1995-IX-20・
タカネコウゾリナ
A凡tateyamana:1早,l995-VIII-7；A皿陀α”/eoc/zja凡α:13,1995-VIII-23；PS〃o”egZc"s:13,1995-1X-4,23,
1995-X-3；LaPﾉ℃〃e、“zc邸、:83,1995-1X-4,21早153,1995-X-3,16早33,1995-X-16；Lα〃UP死coja:13,1995-1X‐
4,4早13,1995-X-3,23,1995-X-16；jVm.Zss娩血:1鼎,1995-IX-4；HyJ7zo凡沈coja,1早,1995-IX-4；Bo､69α瓦coja:2？，
1995-X-3;Lα､e”"ceps,1早,1995-X-3;Lα､sp.,5早,1995-X-3,8早13,1995-X-16;Lα,ひれaegjaz“z"γZ.,2平,l995-X-3；
Lαzz"Zagα’1早,1995-X-16；Lα〃jppo凡e凡se:2早,1995-X-16
アザミ類
Bo､be“jcoja:33,1995-V111-23,2？263,1995-1X-4,1平4?263,1995-1X-20,1平1？13,1995-X-3；PS抑o”egzc“：
13,1995-V111-23,53,1995-1X-4,53,1995-IX-20；Lα､p『o6jem“zczJm:1早13,1995-1X-20,3早,1995-X－3；Lα,sP：
2早,1995-X-3；Lα､/zα戸、α凡di:1早,1995-IX-20・
ヤマハハコ
A凡灼α、"COC〃α凡α:13,1995-VIII-23；Lα,凡z4p死coja:13,1995-IX-20；Lα・pm6jem“Lc邸、:13,1995-1X-4,2平
73,1995-1X-20,8早173,1995-X－a
ミヤマアキノキリンソウ
A"んα、"eoc〃αﾉzα:23,1995-V111-23,1平,1995-IX-20；A凡”んαc〃/zoj:23,1995-IX-20；jV>”jss”Z:23,1995‐
VIII-23；Bo・beα"coja:23,1995-IX-4；PS孔o”egj“s:13,1995-IX－4jLa.pm〃emaacz"7z:2早431,1995-1X-4,
10鼎203,1995-1X-20,22早503,1995-X-3,1早23,1995-X-16；Lα,凡UP両coja:13,1995-1X-4,3¥73,1995-1X-20,13,
1995-X-3；Lα,sP:9早,1995-X-3；Lα､zzﾙ凡αgα:13,1995-X－3
ゴマナ
CO.yas"mats“:1早,1995-IX-4；Lα・pFo6Jem“zc哩加:4￥23,1995-1X-4,17平363,1995-1X-20,8早63,1995-X-3；
Lα・m4p河coJa:1早,1995-IX-20；Lα,sP:2早,1995-X－3
キオン
Lapm〃ematzcz"7z:1早,1995-X－a
ツツジ科
ムラサキヤシオ
Bo./zypocF此α:1？,1995-V11-10.
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クロウスゴ
Bo./zypo”此α:1？,1995-VII-10；Bo､beα瓦coja:8？,1995-V11-10；Lα､pγobJem“zczJm:1¥,1995-VII-10；A九Joル
g肱かα"s:1早,1995-V11-10．
マルバゥスゴ
Bo./zypo”此α:2？,1995-V11-26．
アカモノ
Lα､pm6Zemα"“m:2￥,l995-VII-26
オオバスノキ
Bobe“jcoja:1￥169,1995-V11-26,3？,1995-V11-31；Bo・ﾉLypoc7〃α:1？,1995-VII-26；Lα､p『objema瓦cz"7z:1早，
1995-VII-26；A凡.IC凡gあめjα"s:2￥,1995-VII-26；A7z.t“eyama凡α:2¥13,1995-V11-26．
オオコメツツジ
Bo,beα瓦coJa:12？,1995-V11-31,33？,1995-V111-7,29？,1995-V111-16,19？53,1995-VIII-23；Bo./Lypoc〃tα:3？，
1995-V111-7,2？,1995-V111-16,13,1995-VIII-23；Bo､加凡S/zzLe凡sjs:2早,1995-V11-31；Bo.｡加〃s邸s:1？,l995-VII‐
31,4？,1995-V111-7,3？,1995-VIII-16；A凪”tgyama凡α:2早,1995-VⅡ-31,8尋,1995-V111-7,2早,1995-V111-16,1早，
1995-VIII-23；Lα・sp.:1¥,1995-VIII-7・
クロマメノキ
Bo､6eα瓦coJa:1913,1995-V11-31,13;1995-VIII-7；Bo./zypoc『此α:1？,l995-VII-31・
ユリ科
ショウジョウバヵマ
Lα・pm6Zematzcz"7z:1早,1995-V1-5,1￥,1995-V1-22,1早,1995-V11-10．
ゼンテイカ
Bo・djue7s邸s:1？,1995-VIII-16；Bo・CO凡so〃mus:1？,1995-V111皇23；A凡.tateyama凡α’7早,1995-V11-26,13¥．
1995-V11-31,15早,1995-V111-7,12鼎,1995-V111-16,2¥,1995-VIII-23；Lα､p『o6ZematzcI』、:1鼎,1995-V11-31．
ネバリノギラン
A"・tatgyama凡α’1平,1995-VIII-7・
イヮショウブ
Antateyama凡α’2早,1995-VIII-23；Lα､Pm6jem“zc"、:23,1995-1X-4,7¥163,1995-IX-20；Lα,凡zZPFZcoZa:3早・
1995-Ⅸ-4；Lα〃”degjazj“、:1平,1995-IX-20；Lα・sp:1平,1995-IX-20・
キンコウカ
A凡.tateyama凡α,1￥,1995-VIII-23・
バラ科
チングルマ
BQdjzﾉ〃szLs･2？,1995-VII-26；A凡.szj6opaca,1早,1995-VIII-7；Lα・pm6Jem“zczjm:1早,1995-V1-22,12平,1995‐
V11-10,23早,1995-V11-26,5早,1995-VII-31；Lα〃〃jdegJau“、:1早,1995-V11-26；Lα,sp:2¥,1995-V11-26．
ナナカナド
Bo./zyPoc〃tα:1早,l995-VII-26；Bo,beα"coja:19,1995-V11-26,1？,1995-V11-31；Lα､pm〃e、α瓦cz"γz:1平,1995‐
V11-10,7早,1995-VII-26；jVm.、o凡加〃凡α,13,1995-VII-10；A凡.、αz"ee凡sjs,2早13,1995-VII-10；A凡sI』bopacα”
13,1995-VII-10；An.tateyama凡α,1¥,1995-V11-26．
ベニバナイチゴ
Bo､6eα〃coja:6？,1995-V11-26,2？,1995-VII-31；Bod"”s邸s:1？,1995-VII-26；Lα,pm6jematzc""z:2早,1995‐
VII-26；Hy・加99戸,1早,1995-VII-31
ヤマブキショウマ
A肌szj6opaca,2早,1995-VIII-16
ナガバノアカワレモコウ
Bo./zypoc”tα:19,1995-IX-4；Bo・beatZcoJa:1？,1995-IX-4・
リンドウ科
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イワイチョウ
A凡t“eyama凡α,2早,1995-V11-31,1¥,1995-VⅡ1-7;Lα,Pm6jem“zCz"7z:45早,l995-VII-26,6¥,1995-V11-31,1鼎
1995-VIII-7；Lα・凡z4p死coja:1￥,1995-V11-26,2早,1995-VII-31；Lα､uかjdegja邸“"z:1早,1995-VII-26；Lα・sp.:1早
1995-V11-26．
タテヤマリンドウ
A凡tatgyama凡α,2¥,1995-VII-31；Lapm〃ematz“、:4早,1995-V11-26,3平,1995-V11-31,1￥,1995-VIII-7；La
sp.:1早,1995-V11-26．
エゾリンドウ
Bo,6eα塊coJa:1早,l995-X-3；Lα､pﾉ℃bjem“zcz"7z:4平,1995-X-3；Lα・cajcea虹"L:1早,l995-X-3・
ユキノシタ科
ウメバチソウ
Lapm6jem“z“、:14早223,1995-X-3；Lasp:3早,1995-X－3
ゴマノハグサ科
ヨッバシオガマ
Bo,beα〃coja:1？,1995-VIII-16・
エゾシオガマ
Bo､69α瓦coja:159,1995-V111-7,12？,1995-V111-16,3？,1995-VIII-23・
クガイソウ
Bo・beα瓦coja:13,1995-IX-20・
ミヤマコゴメグサ
Bo・beα"coja:1？,l995-IX-4；Lα､Pm6jgmatzcz"7Z:1早,1995-IX-20・
アカバナ科
ヤナギラン
Bo､69α瓦coja:83,1995-1X-4,19,1995-IX-20；Lα､pm6jem“zcz"7z:1早,1995-1X－4，12早13,1995-IX-20：
Lα､eｴZ"ceps:13,1995-IX-4；Lα〃I4p河coja:1￥13,1995-IX-20・
シソ科
タテヤマウツボグサ
Bo・CO凡so〃加哩s:1？,1995-IX-4；Lqpm6jem“zcum:14早73,1995-X-3；Lα,sp:3早,1995-X-3．
イワウメ科
コイワカガミ
Bo./zypoc死tα:19,1995-VII-10；Bo・beα瓦coJa:2？,l995-VII-10；Lα,pm〃gmatzcz"7z:2早,1995-V1-22,1平,1995‐
V11-10,2早,1995-V11-26；Lα,Iﾉ”degjα“"、:1早,1995-VII-26
セリ科
ハクサンボウフウ
A凪tateyama凡α:1皐,1995-VII-26；A凡.subopα/eα:2平,1995-VII-26；Lα､e節Z"ceps:1平,1995-V11-26；Lα・pm〃e‐
、“ZCz"71:4早,1995-VII-26
ヤナギ科
ヤナギ属の1種
A凡.Zs〃/zaFaZ:1早,1995-V1-22；A凡.s邸6opaca：13,1995-V1-22；Lα・pFo6Jeﾉｱzatzcz"7z:3早,1995-V1-22．
キンポウゲ科
ミヤマキンポウゲ
Lα､pFobZeﾉ7zatLczjm:2早,1995-V1-22,1平,1995-V11-26
モミジカラマッ
LaPFo〃e、“zcz"γZ:2早,1995-VIII-7・
スイカズラ科
タニウッギ
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A凡.tateyama凡α:1早,1995-VII-26；Lα,pm〃e"z“jcum:1平,l995-VII-26
マメ科
イヮオウギ
Bo､beα〃coJa:1？,1995-IX-4；Bo､CO凡so〃加叫s:19,1995-IX-4・
タデ科
イタドリ
A凡.tateyama凡α:1早,1995-VIII-16・
オトギリソウ科
イワオトギリ
Bo・be“jCoJa:19,1995-VIII-l6．
キク科は，ハナバチ個体数の多くなる晩夏から秋に
開花種類数が多く，開花期間が長く開花面積が大きい
ことが訪花ハナバチ個体の多い要因のひとつであろう。
マメ科は平地や丘陵地では多くの種や個体を集めてい
るが，当所ではともに少なかった。ツツジ科，ユリ科.。
リンドウ科は平地や丘陵地では訪花植物数も訪花ハナ
バチも少なく，バラ科は，訪花植物数の割には訪花ル
ナバチは少ないが，当所では種数，個体数ともにその
割合は多かった。
最も多くの訪花個体が得られた植物はキク科のミヤ
マアキノキリンソウで，採集ハナバチ個体数の12％1必
個体，ついでツツジ科のオオコメツツジで10％128個
(2)訪花概要
訪花植物を各科ごとにまとめたものを表6に示す。
調査期間中開花植物26科75種が確認されたが，それら
のうち，ミツバオウレン，ツマトリソウ，テガタチド
リ，ゴゼンタチバナ，マイヅルソウ，コバイケイソウ，
アカミノイヌツゲ等は開花面積は広いにもかかわらず
ハナバチ類の訪花は認められなかった。
ハナバチの訪花をうけた植物は17科45種である。そ
のうちハナバチの訪花が最も多いのはキク科植物で全
採集ハナバチ個体数の38％が得られている。ついでツ
ツジ科が多く15％で，この2科で53％になる。ついで
7％のユリ科，6％のバラ科，リンドウ科と続く。
表6植物各科への訪花ハナバチ個体数．種数
COL:COLLETIDAE,HAL:HALICTIDAE,AND:ANDRENIDAE,ANT:ANTHOPHORIDAE,API:APIDAE．
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科4
?
????? ?ー?ッ?
リンドウボ
ユキノシタ科
ゴマノハグサ科
アカバナ科
シソ科
イワウメ科
セリ科
ヤナギ科
キンポウケ科
スイカズラ科??????
オトギリソウボ
種類
?、???‐????、』、??。‐、???????????????‐?、?
ハナバチ（個体数／種類
個体数(％：
478(38.1；
188(1501
89（7．1
80（64
77（61
39（3．1
34（2．7
26（2．1
25（2．0
9（q7
8（0．6
5（0．4
5（0．4
2（02
2（02
1（01
1（0.1
種数
ー? ??????????????????????????
?
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??
???
HA吾
374／I
5／（
????『??????』????????』?? ???? ー
????? ???? ??
ANI
? ?（???? ? 『 ? ?
????
?????
?
AN『
?
AP瓦
84／I
164／??????
?
33／
????????
??????
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体が得られている。キク科のミヤマコウゾリナが8％，
同じくアザミ類（3種見られるが採集記録時に同定ミ
スがあったため一括して扱う），ゴマナが6％前後，
イワイチョウ，ゼンテイカが4％強と続いている。
ハナバチ各科（属）ごとにみると，Halictidae
(LasZogJosszjm属）では個体数でキク科への訪花が
圧倒的に多く，ついでリンドウ科・バラ科植物へ，種
類数でもキク科・リンドウ科・ユリ科への訪花が多く，
Andrenidae（A凡〃e凡α属）では個体数ではユリ科，
種類数ではキク科への訪花が多い。Apidae（Bom6us
属十PS此/zyF邸s属）では個体数ではツツジ科，ついで
キク科が多く，種類数でツツジ科が多い。
キク科，バラ科，リンドウ科，ユキノシタ科，シソ
科ではHalictidae（LasjogZossz"7z属）の訪花が圧倒
的に多く，ツツジ科，ゴマノハグサ科ではApidae
(Bom6邸s属）の訪花が圧倒的に多く，ユリ科では
Andrenidae(A凡d『e凡α属）とHalictidae（Lasjogjo‐
ssum属）がともに多い。
(3)他所との比較
櫛形山では，ハナバチ類は25科61種の植物を訪花し，
キク科への訪花個体数が最も多く，ハナバチ類中約25
％の個体が訪花し，フウロソウ科，ゴマノハグサ科が
約10％，バラ科，アヤメ科が9％弱，ユリ科，キンポ
ウゲ科が7％前後と続く。キク科が最も多いこと，ユ
リ科，バラ科，ゴマノハグサ科への訪花が多いことは
櫛形山と弥陀ケ原で共通であるが，弥陀ケ原では櫛形
山に比べツツジ科への訪花個体が多く，フウロソウ科，
アヤメ科への訪花が無い。弥陀ケ原の調査地ではツツ
ジ科の開花量がたいへん多く，フウロソウ科，アヤメ
科植物が存在しなかったこと等の植生の違いが，この
結果の違いに反映されているものと思われる。
立山高山域では，キク科，ツツジ科，バラ科，キン
ポウゲ科，ゴマノハグサ科への訪花個体数が多い（根
来，1999）。キク科，ツツジ科，バラ科，ゴマノハグ
サ科が多いのは，弥陀ケ原と高山域で共通であるが，
ユリ科，ユキノシタ科への訪花は高山域では無く，弥
陀ケ原では，キンポウゲ科への訪花が少ない。ユリ科，
ユキノシタ科は高山域では開花量がたいへん少なかっ
たこと，弥陀ケ原では，キンポウゲ科の開花量がたい
へん少なかったこと等の植生の違いが，この結果の違
いに反映されているものと思われる。
(4)マルハナバチ類の訪花性一ツツジ科との密接な関
係一
本調査地では，5種のマルハナバチ属の訪花が観察
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された。各種の訪花の概要は以下のとおりである。
Bo./zypoc”tα：ツツジ科6種を1￥24913，バ
ラ科2種を1早1？，イワウメ科1種を19の合計3
科9種を2早26？13が訪花した。最も多く訪花した
花は，クロウスゴで1¥14？，次いでオオコメツツジ
5913である。
Bobea瓦Coja：ツツジ科4種を1￥121？63，ゴ
マノハグサ科4種を32？13，キク科4種を2早119
583，バラ科3種を11？，その他5科5種を1早59
83の合計9科20種を4早1809733が訪花した。早
と？が最も多く訪花した花は，オオコメツツジで93？，
次いでエゾシオガマ30？，オオバスノキ1平19？であ
り，3が最も多く訪花した花は，アザミ類563，次い
でヤナギラン83である。
Bod〃e戸szjs：ツツジ科1種を8？，バラ科2種を
3？，ユリ科1種を1？の3科4種を129が訪花した。
最も多く訪花した花は，オオコメツツジで8早である。
Bo・CO凡so6戸mzjs：マメ科1種を1？，シソ科1種
を19，ユリ科1種を19の3科3種を3？が訪花し
た。
BQ/zo凡s"e"sjs：ツツジ科1種を2早が訪花した。
以上のように，当調査地ではBom6zJs属は，Bo・COル
so〃musを除いて，ツツジ科への訪花が主となって
いる。
当調査地では，ツツジ科は以下の10種の開花が確認
された。クロウスゴ(開花期間：6月下旬～7月下旬)，
ムラサキヤシオ（7月上旬），イワナシ（7月上旬），
マルバウスゴ（7月下旬），ツガザクラ（7月下旬），
オオバスノキ（7月下旬），アカモノ（7月下旬～8
月上旬），クロマメノキ（7月下旬～8月上旬），オ
オコメツツジ（7月下旬～8月下旬），ミヤマホツツ
ジ（8月中旬）。うち，イワナシ，ツガザクラ，ミヤ
マホツッジの3種は，訪花が確認されなかった。これ
らは，いずれも当所では開花量がたいへん少なかった
種である。
クロウスゴは，7月10日に訪花した18個体のうち15
個体がBo./zypoc〃tα，Bo､69α瓦coJaが1個体，A凡．
jo凡gあめZα"sとLα､pγo6jema瓦cumが各1個体である。
ムラサキヤシオは，7月10日にBo./zypoc戒α1個体。
マルバウスゴは，7月25日にBo./zypocF肱α2個体。
オオバスノキは，7月25日に訪花した24個体のうち17
個体がBo・beα瓦coja，Bo./zypoc死ta1個体，A凡.t“e‐
yama凡α3個体，A凡jo凡g奴bjα"s2個体，Lα,凡z4pγz‐
coJa1個体で，7月31日にBo､beα瓦coZaが3個体訪花
している。アカモノは，7月25日にLapFo6jemα"cz"7Z
2個体。クロマメノキは，7月31日にBo./zypoc戸"α，
根来尚
Bo､6eα"coja各1個体，8月7日にBo､6eα瓦coZa1個
体。オオコメツツジは，7月31日から8月23日の間訪
花した127個体のうち98個体がBo・be“jcoja，Bo・
んypoc”tαが6個体，Bo.｡加〃sus8個体，Bo./Lo九sん‐
座e九sjs2個体，A恥t“eyama凡α13個体である。
クロウスゴ，オオバスノキ，オオコメツツジが開花
量的にも主要な開花植物で訪花個体も多く，ムラサキ
ヤシオ，マルバウスゴ，アカモノ，クロマメノキは，
この3種に比べ開花量が比較的少なく，訪花個体数も
少なくなっている。これらのツツジ科植物は，一部重
なり合いながらも開花時期を少しずつ違え，訪花者も
時期を違えて各種を訪れている。特に，クロウスゴ，
オオバスノキ，オオコメツツジの3種間では，ほとん
ど訪花時期が重ならない。
9月上旬以降は，ツツジ科の開花が無く，キク科
(アザミ類）へ訪花が圧倒的に多くなるが，その多く
は雄個体であって，営巣とは直接関係が無い訪花であ
る。
当調査地においては，マルハナバチ属とツツジ科植
物とは，相互依存的な密接な関係にあるものと考えら
れる。
立山高山域においては，最も多く訪花されたのはキ
ク科次いでツツジ科であり，当調査地と順位は異なっ
ているが，キク科に対し開花時期が早く開花量も比較
的少ないことを考慮すれば，また，立山高山域におい
てツツジ科を訪花したハナバチ個体数の，約85％がマ
ルハナバチ属であることから，高山域においてもマル
ハナバチ属とツツジ科植物との相互関係は重要である
ことは確かである（根来，1999）。
(5)コハナバチ類・ヒメハナバチ類の訪花性
LaPγo6Je77zα"cz"7z：キク科8種を127早1813,リ
ンドウ科3種を64早，バラ科3種を51￥，ユキノシタ
科1種を14¥223，ユリ科3種を29平，シソ科1種を
14尋73，その他8科10種を33早13の14科29種を321
￥2293が訪花した。最も多く訪花した花は，ミヤマ
アキノキリンソウで36ユ763，次いでゴマナ29￥443，
ミヤマコウゾリナ37￥26J'，イワイチヨウ52早，チン
グルマ41早と続く。
Lα､ひ〃〃egjaucz"?z：キク科1種を2早，リンドウ
科，バラ科，イワウメ科，ユリ科各1種を各1¥の合
計5科5種を6￥が訪花した。
Lasp：キク科5種を27早13，シソ科1種を3早，
ユキノシタ科1種を3早，その他4科5種を6平の合
計7科12種を40￥13が訪花した。最も多く訪花した
花は，ミヤマコウゾリナで13早13，次いでミヤマア
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キノキリンソウ9¥である。
L仏凡Up”coZa：キク科5種を11￥163，リンドウ
科1種を3平，ユリ科1種を3早，アカバナ科1種を
1早13，ツツジ科1種を1早の合計5科9種を19￥
173が訪花した。最も多く訪花した花はミヤマアキノ
キリンソウ3¥93で，次いでミヤマコウゾリナ4早
4Jである。
LasZogJoss邸、属は全般的にキク科への訪花が多い
が，訪花期間が2期に分かれており，6．7月にはイ
ワイチョウ・チングルマが多く，9．10月にはミヤマ
アキノキリンソウ・ミヤマコウゾリナなどキク科が多
い。6．7月にキク科への訪花が無く9．10月にキク
科が多いのは，6．7月にはキク科は1．2種のみが
開花し，8月以降キク科の開花種が増え，特に8月後
半以降全般的に開花植物種数が減るのに対しキク科の
開花種がむしろ増加し開花種中に占める割合が増加す
ることによるものと思われる。また，開花面積も他の
科に比べ広い範囲を占めるからでもある。
しかし，Lasjogjoss邸、属は訪花対象が広く，その
時々に多い開花植物を主に訪花しつつもその他の植物
もまた広範に訪花する。Lasjogjoss座、属はハナバチ
中では小型の種が多く，大型・小型の皿状花・椀状花
のみならず筒状の花冠でも潜り込めることで訪花対象
が多様となり，その結果個体数が多くなり得る。また，
個体数が多くなると，訪花対象が多様化する圧力とな
るものと考えられる。
A凡.t“eyama凡α：ユリ科4種を53早，ツツジ科2
種を15早13，キク科3種を4早13，リンドウ科2
種を5平，その他4科4種を4早の合計8科15種を81
早23が訪花した。最も多く訪花した花は，ゼンテイ
カで49￥，次いでオオコメツツジ13￥である。
ユリ科（ゼンテイカ）への訪花が多いが，同時にツ
ツジ科にも比較的多く訪花し，多少とも筒状の花を選
択するように思われる。ゼンテイカヘの訪花ハナバチ
は，そのほとんどがA凡.t“eyama凡αであるが，ゼン
テイカからは菊から花粉を，花冠にもぐりこんで花蜜
を採取するが，柱頭にはまれに接触するのみで花粉I媒
介にはあまり役立ってはいない。このことは，La
p戸o6jema瓦c邸、,．Bo､d加”sus・Bo・CO凡so6γ、usで
も同様であり，田中（1997）の観察したとおりハナノで
チ類はゼンテイカの重要な花粉媒介者とは言えないと
思われる。
まとめ
1.1995年に富山県東部，立山弥陀ケ原において，ハ
ナバチ相の生態的調査を行なった。そ-の結果，5科
立山弥陀ケ原におけるハナバチ相
7属28種1256個体のハナバチが得られた。科・属の
レベルでは，個体数ではHalictidae(Lasjogjossz"γz
属）が57％712個体と最も多く，次いで，Apidaeが
30％（うちBom"s属が29％），Andrenidae(A凡｡‐
戸g"α属）12％であり，ColletidaeとAnthophoridae
(Nomada属）はたいへん少なかった。種数では
Halictidae（LasZogJoss邸"z属）が9種と最も多く，
Andrenidae（A凡〃e凡α属）が7種，Apidaeが6
種（うちBo"z6“属が5種）で続き，Colletidaeと
Anthophoridae（Nbmada属）はともに3種であ
フ
'つo
2．ハナバチの活動は6月から10月の間みられ，個体
数では7月下旬と10月上旬にピークがあり，種類数
では7月下旬と9月上旬にピークが認められる。種
類数．個体数ともに，LasZogjoss座ﾉ凡属は7月下旬
と10月上旬にピークがあり，8月には少なくなる。
Bom“s属は種類数では全般的に変動は少なく，個
体数ではLaSjogjoSSum属とは逆に8月9月上旬に
多くなる。Arzd戸g凡α属では7月下旬に多くなる。
3．調査期間中ハナバチの訪花をうけた植物は17科45
種である。そのうち最も多いのはキク科植物で全採
集ハナバチ個体数の38％が得られ,ついでツツジ科
15％，次いでユリ科7％，バラ科・リンドウ科各6
％である。中でもミヤマアキノキリンソウが最も多
く，採集ハナバチ個体数の12％が得られ，次いで
オオコメツツジ10％，ミヤマコウゾリナ8％である。
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